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建
築
・
電
気
科

建
築
・
電
気
科

AE 3年生
坂根　璃空さん
（江津市立江津中学校 卒業）

comment

　
現
代
の
私
た
ち
の
生
活
に
は
、電
気・

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
無
線
通

信
な
ど
の
知
識
や
技
術
も
、こ
れ
か

ら
の
情
報
通
信
網
の
発
達
に
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
電
気
コ
ー
ス
で
は
、こ
れ
ら
を
専

門
的
に
学
習
し
て
知
識
や
技
術
を
身

に
つ
け
ま
す
。ま
た
、先
生
方
の
指
導

の
も
と
で
、将
来
に
役
立
つ
様
々
な

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

A
E 

３
年
　
山
本
　
詩
響
さ
ん

（
浜
田
市
立
第
三
中
学
校 

卒
業
）

　電気コースは、3年生22人2年生3人の少数精鋭で授業を受け
ています。資格は第１種、第２種電気工事士や2級電気施工管理
技士補などを取得できます。資格取得のための勉強の時には、先
生方が沢山教えてくださるので初めは全く分からなくても段々で
きるようになり、自信を持って試験を受けることができます。電気
は目には見えないので授業としてはとても難しいです。しかし、難
しいからこそ分かるととても充実感や達成感があります。就職先
も多く、1人1人自分に合ったところを見つけることができます。

Electric C
ou

rse

難しいからこそ

得られる達成感
！

電
気
コ
ー
ス

電
気
コ
ー
ス

　
１
年
生
か
ら
建
築
コ
ー
ス
と
電

気
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
専
門
科
目

を
学
習
し
ま
す
。入
学
後
１
ヶ
月

間
は
両
方
の
コ
ー
ス
の
学
習
内
容

を
体
験
し
、建
築
技
術
、電
気
や
通

信
機
器
に
関
す
る
技
術
を
学
び
、

建
設
業
や
電
気
・
情
報
通
信
業
な

ど
の
分
野
で
活
躍
で
き
る
技
術
者

を
目
指
し
ま
す
。

建
築
・
電
気
科

　
建
築
コ
ー
ス
は
建
築
物
の
構
造
や
イ

ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
幅
広
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、２
級
建

築
施
工
管
理
技
士
補
や
測
量
士
補
、イ

ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の

将
来
、仕
事
で
役
立
つ
資
格
試
験
に
も

挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
放
課
後
な
ど
に
資
格
勉
強
を
す
る

時
は
、先
生
が
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

詳
し
く
教
え
て
く
れ
る
の
で
資
格
を
取

得
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

A
E 

３
年
　
小
川
　
大
樹
さ
ん

（
江
津
市
立
青
陵
中
学
校 

卒
業
）

A
rchitectu

re C
ou

rse

AE 3年生
岡本  真大さん
（浜田市立金城中学校 卒業）

comment

　建築コースでは共通教科の授業に加えて専門教科を学び
ます。一年生では建築構造と製図を学びます。建築構造は
住宅の構造の種類や構造に使用される材料などを学びま
す。製図では家を建てる際に必要となる図面の書き方を学
びます。二年生になるとこの二つの科目以外に建築計画と
建築設計という教科を学ぶようになります。また、二年生に
なり建築コースとインテリアコースに分かれるようになり建
築コースは引き続き建築構造を学び、インテリアコースはイ
ンテリア装備という科目を学ぶようになります。
　建築計画は家を建てる土地をどのようにするかなどを考
えたり都市計画について学んだりします。建築構造設計は
家にかかる力を計算で求めていたりその力に対応するための
構造材はどれだけの力が必要かを計算して求めたりします。
二年生の製図はさらに難しくなりそれだけやりがいも感じます。
三年生になると構造と建築計画がなくなり新しく建築法規
を学ぶようになります。建築法規は家を建てる際の法規を
学びます。建築コースでは主に建物を建てることを学びま
す。難しいこともたくさんありますが将来自分が建てた建物
は長く残るものとなり、それは自分たちが頑張った結晶のよ
うなものになります。ものづくりが好きな人などはとても楽
しいコースだと思います。

建築の
基礎を学ぶ

建
築
コ
ー
ス

建
築
コ
ー
ス
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機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
科

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
科

ロ
ボ
ッ
ト
制
御
コ
ー
ス

ロ
ボ
ッ
ト
制
御
コ
ー
ス

R3卒業生
冨金原  優心さん
（江津市立青陵中学校 卒業）

comment

　
工
場
の
中
で
は
自
動
制
御

に
よ
る
工
作
機
械
や
ロ
ボ
ッ

ト
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
制
御
コ
ー
ス
で
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
た

工
作
機
械
の
制
御
か
ら
ロ

ボ
ッ
ト
の
基
本
的
な
操
作
の

方
法
を
学
習
し
ま
す
。マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
実
習
や
シ
ー
ケ

ン
ス
制
御
、小
型
ロ
ボ
ッ
ト
制

御
実
習
な
ど
を
通
し
て
部
品

加
工
か
ら
制
御
ま
で
学
習
し

ま
す
。

　ロボット制御コースでは、マイクロコンピュータの制御やその
他の様々な機械制御について授業や実習を通して楽しく学ぶこ
とができます。人数が少ないので、一人ひとりが先生から手厚い
指導を受けることができ、一度の授業でより多くの知識を受け入
れることができるというのもひとつの魅力です！

R
obot C

ontrol 
C

ourse

自分の楽しい事を

学べる

　
２
年
生
か
ら
機
械
コ
ー
ス
と
ロ

ボ
ッ
ト
制
御
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

学
習
し
ま
す
。機
械
技
術
、C
A
D

／
C
A
M
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御

機
械
に
対
応
す
る
技
術
を
学
び
、

製
造
業
な
ど
の
分
野
で
活
躍
で
き

る
技
術
者
を
目
指
し
ま
す
。

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
科

機
械
コ
ー
ス

機
械
コ
ー
ス

MR 3年生
高根  勝也さん
（江津市立江東中学校 卒業）

comment

　
私
た
ち
機
械
コ
ー
ス
は
色
々
な
分

野
を
３
年
間
で
学
び
ま
す
。例
え
ば
溶

接
や
電
気
回
路
、自
動
車
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
も
の
か
ら
、鋳
造
や
原
動
機

な
ど
、普
段
聞
か
な
い
も
の
が
た
く
さ

ん
出
て
き
ま
す
。江
津
工
業
は
新
し
い

事
を
知
る
楽
し
さ
や
と
り
あ
え
ず

や
っ
て
み
る
と
い
う
好
奇
心
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
場
所
で
す
。機
械
コ
ー
ス

で
は
私
た
ち
の
好
奇
心
を
か
き
立
て

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
入
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

M
R 

３
年
　
浜
口
　
春
さ
ん

（
浜
田
市
立
第
一
中
学
校 

卒
業
）

　機械コースでは、基本的な工作機械の設備が充実しています。
そこで学んだ知識や技術を就職した時に活かせるように日々の学
習や実習に取り組んでいます。ものづくりの楽しさも学ぶ事もでき
るのでとてもやりがいを感じています。
　先生方が丁寧に教えて下さるので、知識をしっかり身につける
ことができるので、機械コースに入って良かったと思っています。

M
echanical C

ou
rse

機械加工の
プロフェッショナ

ル

になる！

Mechanical

Robot

学

科

紹

介
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● 
入
学
式

● 

生
徒
総
会

● 

県
総
体

● 

校
内
レ
ガ
ッ
タ
大
会

● 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

● 

校
内
球
技
大
会

● 

就
職
試
験
開
始

● 

江
工
祭

● 

校
内
球
技
大
会

● 

校
内
探
究
フ
ェ
ス
タ

● 

卒
業
式

● 

課
題
研
究
発
表
会

● 

県
内
企
業
見
学

● 

資
格
試
験

● 

地
域
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

● 

江
津「
未
来
人
材
」

　 

も
の
づ
く
り
研
究
発
表
会

通
年

　
江
津
工
業
で
は
、一
年
に
二
度
の
球
技
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、サ
ッ
カ
ー
、バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
先
輩
や
後
輩
と
競

い
あ
い
ま
す
。初
め
て
参
加
す
る
人
や
運
動
が
苦
手

な
人
で
も
、充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

大
会
を
通
じ
て
他
学
年
の
生
徒
と
の
関
わ
り
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。ま
た
、

共
通
の
目
標
を
持
つ
こ
と
で
仲
間
同
士
が
団
結
し
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。球
技
大

会
を
通
じ
て
技
術
や
経
験
に
関
係
な
く
、皆
が
協
力

し
合
い
な
が
ら
成
長
で
き
ま
す
。新
た
な
友
人
や
仲

間
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、一
緒
に
素
晴
ら
し
い
球
技
大

会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

球
技
大
会

　
校
内
探
究
フ
ェ
ス
タ
は
、、３
人
で
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
パ
ソ
コ
ン
や
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
駆
使
し
て
探
究
を
進
め
る
教
育
活

動
で
す
。こ
の
活
動
を
通
じ
て
、予
想
以
上
に
難
し

い
問
題
に
遭
遇
し
た
り
、こ
れ
ま
で
の
考
え
と
は
異

な
る
新
た
な
発
見
を
し
た
り
、と
て
も
面
白
い
で
す
。

　
さ
ら
に
、こ
の
活
動
は
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
行

う
こ
と
も
と
て
も
魅
力
的
な
要
素
の
一
つ
で
す
。仲

間
と
協
力
し
な
が
ら
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、自

分
に
は
な
い
ア
イ
デ
ア
の
共
有
や
助
け
合
い
が
生

ま
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、校
内
探
究
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
、

今
ま
で
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
を
探
究
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

校
内
探
究
フ
ェ
ス
タ

　
江
津
工
業
の
２
年
生
で
は
、県
外
企
業
見
学
を

２
泊
３
日
で
行
い
ま
す
。ど
の
企
業
も
ス
ケ
ー
ル

が
大
き
く
見
応
え
が
あ
り
、卒
業
生
が
就
職
し
た

企
業
に
も
見
学
に
行
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
企
業
見

学
で
は
、多
く
の
学
び
が
あ
り
、ま
た
、企
業
の
方

も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き
、丁
寧
に
質
問

に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。こ
の
県
外
企
業
見
学

は
、将
来
の
進
学
や
就
職
に
お
い
て
も
視
野
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
有
益
な
時
間
と
な
り
ま
す
。ま

た
、業
界
や
企
業
の
現
状
を
見
学
さ
せ
て
頂
く
こ

と
で
、江
津
工
業
で
の
自
身
の
目
標
や
学
習
に
つ

い
て
よ
り
具
体
的
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
繋
が

り
ま
す
。 県

外
企
業
見
学

　
企
業
見
学
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
が
、企
業
や

現
場
に
行
き
、見
て
感
じ
、将
来
の
自
分
た
ち
が
働

く
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
ま

た
、色
々
な
現
場
や
企
業
が
あ
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ

の
魅
力
的
な
こ
と
や
特
徴
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。学
校
で
勉
強
し
た
こ
と
を
実
際
の
仕
事
場
と

結
び
付
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
発
見
も
あ
り
ま
す
。県
内
に
は
沢
山
の
企

業
や
現
場
が
あ
り
、そ
れ
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

良
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。企
業
の
方
の
話
を
よ

く
聞
き
、仕
事
を
よ
く
見
る
こ
と
で
気
付
く
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
進
路
を
決

め
る
き
っ
か
け
に
な
る
大
切
な
行
事
の
一
つ
で
す
。

県
内
企
業
見
学
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江
津
工
業
の
二
大
イ
ベ
ン
ト
の

も
う
一
つ
レ
ガ
ッ
タ
大
会
。レ
ガ
ッ

タ
大
会
は
、江
津
の
魅
力
で
も
あ

る
江
の
川
で
レ
ガ
ッ
タ
を
使
っ
て

競
争
す
る
江
津
工
業
で
し
か
体
験

で
き
な
い
行
事
で
す
。こ
の
大
会

は
ボ
ー
ト
部
の
協
力
の
も
と
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
レ
ガ
ッ
タ
に
乗
る
と
き

は
落
ち
そ
う
で
怖
い
で
す
が
、い

ざ
乗
っ
て
み
る
と
、仲
間
と
の
声

出
し
な
ど
が
楽
し
く
、怖
さ
が
す

ぐ
に
な
く
な
り
ま
す
。

　
レ
ガ
ッ
タ
大
会
は
一
日
中
白
熱

し
た
戦
い
に
な
り
ま
す
。な
か
な

か
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
レ

ガ
ッ
タ
と
い
う
乗
り
物
に
乗
る
こ

と
は
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
協
力

が
あ
り
、大
会
を
通
し
て
友
達
と

の
絆
が
よ
り
一
層
強
く
な
り
ま

す
。

　
江
津
工
業
の
二
大
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
江
工
祭
。江
工
祭
は
一
日
目

に
文
化
祭
、二
日
目
に
体
育
祭
が

あ
り
ま
す
。

　
文
化
祭
で
は
各
ク
ラ
ス
や
部
活

動
、団
体
毎
に
催
物
を
し
ま
す
。昨

年
は
、映
画
上
映
、型
抜
き
、ス
マ

ブ
ラ
大
会
、射
的
、バ
ウ
ン
テ
ィ

ラ
ッ
シ
ュ（
現
実
バ
ー
ジ
ョ
ン
）、

風
船
割
り
が
あ
り
ま
し
た
。出
し

物
の
準
備
を
し
て
い
く
中
で
友
達

と
の
絆
が
深
ま
り
、準
備
の
期
間

か
ら
楽
し
め
ま
す
。

　
体
育
祭
で
は
、緑
色
、（
A
E

科
）、紫
色（
M
R
科
）の
二
色
に

分
か
れ
て
競
い
ま
す
。学
年
別
種

目
、応
援
合
戦
、部
活
動
対
抗
リ

レ
ー
な
ど
が
あ
り
、毎
年
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。応
援
合
戦
で
は

学
科
ご
と
に
特
色
が
現
れ
て
い
て

毎
年
と
て
も
面
白
い
で
す
。

　
江
工
祭
を
通
し
て
学
年
を
超

え
、仲
が
深
ま
る
と
こ
ろ
も
江
工

祭
の
良
い
魅
力
で
す
。

江工祭
レガッタ
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　私たち野球部は、少人数ではありますが全員で協力しながら
練習をしています。冬季練習は、シーズン中の練習試合などで出
た課題に対して自主的に取り組み自分と向き合い成長する時間と
なりました。
　地域でのイベントにボランティアとしてお手伝いをさせてい
ただき、普段関わることのない地域の方 と々接することのでき
る貴重な体験をしました。その際に、野球部に対してたくさん
の応援をいただき、改めて地域のみなさんのおかげで活動で
きているのだと実感することができました。
　私たちは技術力の向上はもちろん、挨拶や返事など誰でも
当たり前にできることを誰にもできないくらい真剣にやろうと行
動しています。ぜひ、野球部に入って僕たちと一緒に野球をや
りましょう。

硬式野球部

　バスケットボール部では、身体能力を高め、コミュニケーショ
ン能力やチームワークを養うことを目標に活動しています。練
習では、基礎的なドリブルやパス、シュートの練習から始まり、
戦術や戦略の確立、実践に向けたトレーニングを行っていま
す。大きな大会の前には、他校との練習試合も行っています。
　また、先輩後輩のつながりが強く、良い意味での競争意識
があるため、自己成長にもつながります。体力や技術面での
成長はもちろん、心身ともに鍛えられ、将来に役立つスキルが
身につけられます。

バスケットボール部

　過去に何度も全国大会で入賞している伝統校です。私たち
も先輩方の実績に負けないよう「３S（誠実・正射・勝利）」を
モットーに厳しく楽しく毎日練習をしています。
　現在、17名の部員がおり、部員全員が高校から弓道を始め
ています。部員同士で志気を高め合いながら全国大会進出を
目標に日々成長を続けています。弓道では、技術面だけでな
く、精神面で、他の部活動よりも成長することができます。弓
道部に入れば、人としても大きく変化できる3年間になると思
うので是非私たちと一緒に弓道をしましょう！

弓道部

　シングルス戦で全員が初戦突破することを目標にしていま
す。練習内容はラリーをするなどとにかく球を打っています。
やりだすと、我を忘れてしまうくらい熱中する競技です。

卓球部

　生活を科学するというよく分からない部活名ですが、生活
の中の文化的な様々な活動を行っています。イベントで食品
を販売したり、日々のお菓子作り、お茶会参加、こどもまつ
りでのボランティア活動など、やってみたいことを積極的に取
り入れ、生活を豊かにすることを目標としています。好きなこ
とを追究したい人、色々なことに興味があって幅広く挑戦して
みたい人、どちらにもおすすめです。楽しく活動しましょう。

生活科学部

　機械系、建築系、電気系にそれぞ
れ別れて活動しながら、毎年行われ
る工業系の各種競技大会出場や地
域系活動のため日々の練習や製作
に取り組んでいます。また、授業で
学んだことを更に深め技能向上を目
指し、技能検定にも取り組んでいま
す。ものづくり部は、工業ならではの
部活動であり、活動を通して「ものづ
くり」の楽しさや技能・技術を高める
ことができます。また、自分が作った
もので人から感謝される、そんな有
意義な活動が送れます。

ものづくり部

　スマートフォンが普及した現在、写真を撮ったことがないと
いう人は少ないでしょう。シャッターボタンを押した瞬間、カ
メラは必要なパラメータを自動で調整し、見たままの世界を
記録します。その時、カメラは何を「調整」しているのでしょう。
また、自身が撮影した写真では何か物足りなく感じることは
ないでしょうか。世の中にあふれる魅力的な写真との違いは
何でしょうか。写真部でその秘密に迫ってみませんか？

写真部

　サッカーを楽しみながらも、しっかりと技術も向上できる
ように日々練習に励んでいます。部員のみんなはとても明る
く、先輩と後輩の仲も良く、とてもいい雰囲気で部活動に取
り組んでいます。

サッカー部

　私たちバレーボール部は、2年
生7人、1年生4人、の計11人で日々
練習に励んでいます。男子は、「ベ
スト8」を目指して練習を行ってい
ます。高校からバレーボールを始
めた部員も多く、ボールコントロー
ルやラリーなど、基礎からしっか
りと練習に取り組んでいます。
　それに加え、チームの連携を考
えたプレーをすることやお互いに
ミスをカバーしあうことなど、仲間
のことをしっかり考えたプレーを
目指していきます。
　今年度より、女子部員も活動を
始めました。少人数ですが、基礎練
習からしっかりと行っています。

 バレーボール部

部活動

　昭和34年に創部され60年以上の歴史があります。江の川で
活動し、自然豊かな環境の中、全国大会優勝を目指し日 ト々
レーニングを行っています。種目は1人乗りのシングルスカル、
2人乗りのダブルスカル、5人乗りのクォドルプルがあります。
水、自然そして自分と対話しながら、ボートをどこまでもすべら
せる爽快さは、ほかには経験出来ないボートの魅力です。過去
において全国大会での入賞や日本代表として世界大会に出場
しています。色々な経験を積み、全国で活躍できる選手を目指
しています。

ボート部

　音楽が好きな人が集まっています。日々、自分の楽器の演
奏技術を高めながら、音楽を楽しんでいます。また、新しい取
り組みとして「音」に関連し「囃子」ということで日本遺産に認
定された石見神楽にも取り組んでいます。演目は、日本神話を
元にした物語なので楽しみながら知識や作法を身に付けるこ
ともできます。一緒に楽しみながら伝統芸能を継承していきま
しょう。

音楽部

　ソフトテニス部は3年生2名、2年生5名、1年生3名の計10名
で活動しています。私たちは、中国大会に個人と団体で出場す
ること。そしてインターハイへの出場を目指して日々活動してい
ます。この目標を達成させるために高い意識を持ち練習に取り
組んでいます。ソフトテニス部は、チームワークがよく、とても
良い雰囲気で練習できていると思います。上下関係や挨拶を
しっかりし、部全体のことを考えて行動をすることができてい
ると思います。これらのことは社会に出てからも大切な事だと
思います。ソフトテニス部では、技術だけでなく人としても成
長も目指しています。少ない部員ですが、「明るく元気に日々成
長」を目標に頑張っています。

ソフトテニス部
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上野　颯斗さん
（機械・ロボット科 卒業）

双葉工業株式会社
桜江工場  製造本部

　
卒
業
を
む
か
え
て
も
う
１
ヶ
月
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。在
校
生
の
皆
さ
ん
お

元
気
で
す
か
？

　
現
在
、私
は
江
津
市
桜
江
町
に
あ
る
双

葉
工
業
株
式
会
社
と
い
う
会
社
で
プ
レ
ス

機
を
使
い
車
の
部
品
を
製
造
し
て
い
ま

す
。私
が
こ
の
会
社
に
就
職
し
た
き
っ
か

け
は
学
校
で
行
わ
れ
た
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
双
葉
工
業
の
ブ
ー
ス
に
行
っ
た
際「
世

界
に
通
じ
る
も
の
づ
く
り
。」と
い
う
言
葉

に
興
味
を
持
ち
、就
職
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
実
際
就
職
し
て
み
て
感
じ
て
い
る
こ
と

は
、双
葉
工
業
桜
江
工
場
で
は
主
に
プ
レ

ス
機
を
使
い
製
品
を
造
っ
て
い
ま
す
が
、

高
校
で
は
プ
レ
ス
機
に
関
し
て
触
れ
る
機

会
が
少
な
か
っ
た
の
で
プ
レ
ス
作
業
に
携

わ
れ
る
事
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。自

分
が
手
を
加
え
た
製
品
が
誰
か
の
車
の
一

部
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
凄
く
達
成

感
が
湧
き
ま
す
。そ
し
て
、プ
レ
ス
だ
け
で

な
く
溶
接
や
シ
ー
ケ
ン
ス
と
い
っ
た
高
校

で
教
わ
る
も
の
も
あ
る
た
め
高
校
生
活
で

学
ん
だ
知
識
を
活
か
す
こ
と
も
出
来
ま

す
！

　
私
は
ま
だ
研
修
生
の
身
で
す
が
先
輩
方

も
優
し
く
ど
ん
な
に
作
業
が
忙
し
く
て
も

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
率
先
し
て

私
達
研
修
生
の
た
め
に
動
い
て
く
れ
ま
す
。

年
齢
層
も
広
く
新
入
社
員
で
も
親
し
み
や

す
い
環
境
で
す
！

　
今
は
知
識
も
少
な
く
手
順
も
あ
ま
り

分
か
ら
な
い
で
す
が
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

石崎　晴都さん
（建築・電気科 電気コース卒業）

中国電力ネットワーク（株）
益田ネットワークセンター

配電課

　
現
在
私
は
、中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
配
電
社
員
と
し
て「
お
客
さ
ま
に
安
定

し
た
電
気
を
送
り
届
け
る
」と
い
う
使
命

の
も
と
、電
柱
の
点
検
や
停
電
時
の
復
旧

作
業
な
ど
を
主
な
業
務
と
し
て
勤
め
て
い

ま
す
。日
々
、電
気
が
つ
い
た
時
の
達
成
感

を
感
じ
、と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
職
業

だ
と
思
い
ま
す
。今
回
私
の
紹
介
で
、中

学
生
・
江
津
工
業
高
校
の
皆
さ
ん
の
進
路

に
つ
い
て
、少
し
で
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。

　
私
は
、江
津
工
業
高
校
に
在
学
中
、就

職
・
進
学
・
将
来
や
り
た
い
こ
と
、な
ど

が
中
々
決
め
ら
れ
ず
、毎
日
悩
ん
で
い
ま

し
た
。そ
ん
な
中
、高
校
２
年
生
の
こ
ろ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
て
、現
在
勤
め
て
い

る
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
配
電
の
仕

事
を
知
り
、「
こ
の
仕
事
を
し
た
い
！
」と

い
う
目
標
が
で
き
ま
し
た
。

　
就
職
し
て
か
ら
は
、江
津
工
業
高
校
で

徹
底
し
て
い
た「
挨
拶
」・「
５
S（
整
理
・

整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
躾
）」が
社
会
人
と

し
て
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
な
の
か
を
、

日
々
実
感
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
残
り
の
学
生
生
活
を
悔
い
の
残
ら
な
い

よ
う
、色
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。将
来
皆
さ
ん
と
一

緒
に
働
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
！

　
私
は
高
校
に
入
る
前
か
ら
、進
学
す

る
よ
り
も
就
職
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
理
由
は
、早
く
自
分
で
収
入
を

得
て
１
人
で
も
生
き
て
い
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。そ
の
た

め
、就
職
率
１
０
０
%
の
江
津
工
業
を

選
び
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
際
に
は
江
津
市

役
所
に
行
き
、そ
こ
で
様
々
な
仕
事
が

市
民
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。私
も
市
役
所
の

職
員
の
よ
う
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、江
津
市
役
所

を
選
択
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
仕
事
を
し
て
み
る
と
、大
変

な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。で
す
が
少
し
ず

つ
慣
れ
て
き
て
仕
事
を
こ
な
す
度
に
や

り
が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
江
津
市
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐々木  翔大さん
（建築・電気科 建築コース卒業）

江津市役所
土木建設課 

　
こ
の
学
校
で
は
就
職
や
大
学
進
学
に

む
け
て
専
門
的
な
基
礎
知
識
を
学
ん
だ

り
様
々
な
資
格
取
得
の
た
め
の
勉
強
を

し
ま
し
た
。

　
と
く
に
資
格
取
得
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
の
学
校
に
魅
力
を
感
じ
入
り
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
取
得
し
実
際
に
建

設
業
で
働
き
だ
し
て
資
格
が
あ
る
と
い
う

強
み
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
学
校
で
は
資
格
勉

強
を
す
る
た
め
の
時
間
や
場
を
先
生
方
が

作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
授
業

と
結
び
付
け
て
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
す

ご
く
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　
江
津
工
業
高
校
の
先
生
方
は
現
場
で

働
い
た
経
験
が
あ
る
方
も
お
ら
れ
る
の
で

実
際
の
現
場
の
様
子
だ
っ
た
り
流
れ
な

ど
も
教
え
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で

工
業
高
校
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
学
校
に
入
っ
て
正
解
だ
っ
た
と
日
々
実

感
し
て
い
ま
す
。

嶋田　琳さん
（建築・電気科 建築コース卒業）

森下建設株式会社
建築事業部 

卒業生からのメッセージ 卒業生からのメッセージ
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Messa
ge

Messa
ge

Messa
ge

Messa
ge

上野　颯斗さん
（機械・ロボット科 卒業）

双葉工業株式会社
桜江工場  製造本部

　
卒
業
を
む
か
え
て
も
う
１
ヶ
月
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。在
校
生
の
皆
さ
ん
お

元
気
で
す
か
？

　
現
在
、私
は
江
津
市
桜
江
町
に
あ
る
双

葉
工
業
株
式
会
社
と
い
う
会
社
で
プ
レ
ス

機
を
使
い
車
の
部
品
を
製
造
し
て
い
ま

す
。私
が
こ
の
会
社
に
就
職
し
た
き
っ
か

け
は
学
校
で
行
わ
れ
た
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
双
葉
工
業
の
ブ
ー
ス
に
行
っ
た
際「
世

界
に
通
じ
る
も
の
づ
く
り
。」と
い
う
言
葉

に
興
味
を
持
ち
、就
職
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
実
際
就
職
し
て
み
て
感
じ
て
い
る
こ
と

は
、双
葉
工
業
桜
江
工
場
で
は
主
に
プ
レ

ス
機
を
使
い
製
品
を
造
っ
て
い
ま
す
が
、

高
校
で
は
プ
レ
ス
機
に
関
し
て
触
れ
る
機

会
が
少
な
か
っ
た
の
で
プ
レ
ス
作
業
に
携

わ
れ
る
事
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。自

分
が
手
を
加
え
た
製
品
が
誰
か
の
車
の
一

部
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
凄
く
達
成

感
が
湧
き
ま
す
。そ
し
て
、プ
レ
ス
だ
け
で

な
く
溶
接
や
シ
ー
ケ
ン
ス
と
い
っ
た
高
校

で
教
わ
る
も
の
も
あ
る
た
め
高
校
生
活
で

学
ん
だ
知
識
を
活
か
す
こ
と
も
出
来
ま

す
！

　
私
は
ま
だ
研
修
生
の
身
で
す
が
先
輩
方

も
優
し
く
ど
ん
な
に
作
業
が
忙
し
く
て
も

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
率
先
し
て

私
達
研
修
生
の
た
め
に
動
い
て
く
れ
ま
す
。

年
齢
層
も
広
く
新
入
社
員
で
も
親
し
み
や

す
い
環
境
で
す
！

　
今
は
知
識
も
少
な
く
手
順
も
あ
ま
り

分
か
ら
な
い
で
す
が
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

石崎　晴都さん
（建築・電気科 電気コース卒業）

中国電力ネットワーク（株）
益田ネットワークセンター

配電課

　
現
在
私
は
、中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
配
電
社
員
と
し
て「
お
客
さ
ま
に
安
定

し
た
電
気
を
送
り
届
け
る
」と
い
う
使
命

の
も
と
、電
柱
の
点
検
や
停
電
時
の
復
旧

作
業
な
ど
を
主
な
業
務
と
し
て
勤
め
て
い

ま
す
。日
々
、電
気
が
つ
い
た
時
の
達
成
感

を
感
じ
、と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
職
業

だ
と
思
い
ま
す
。今
回
私
の
紹
介
で
、中

学
生
・
江
津
工
業
高
校
の
皆
さ
ん
の
進
路

に
つ
い
て
、少
し
で
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。

　
私
は
、江
津
工
業
高
校
に
在
学
中
、就

職
・
進
学
・
将
来
や
り
た
い
こ
と
、な
ど

が
中
々
決
め
ら
れ
ず
、毎
日
悩
ん
で
い
ま

し
た
。そ
ん
な
中
、高
校
２
年
生
の
こ
ろ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
て
、現
在
勤
め
て
い

る
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
配
電
の
仕

事
を
知
り
、「
こ
の
仕
事
を
し
た
い
！
」と

い
う
目
標
が
で
き
ま
し
た
。

　
就
職
し
て
か
ら
は
、江
津
工
業
高
校
で

徹
底
し
て
い
た「
挨
拶
」・「
５
S（
整
理
・

整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
躾
）」が
社
会
人
と

し
て
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
な
の
か
を
、

日
々
実
感
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
残
り
の
学
生
生
活
を
悔
い
の
残
ら
な
い

よ
う
、色
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。将
来
皆
さ
ん
と
一

緒
に
働
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
！

　
私
は
高
校
に
入
る
前
か
ら
、進
学
す

る
よ
り
も
就
職
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
理
由
は
、早
く
自
分
で
収
入
を

得
て
１
人
で
も
生
き
て
い
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。そ
の
た

め
、就
職
率
１
０
０
%
の
江
津
工
業
を

選
び
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
際
に
は
江
津
市

役
所
に
行
き
、そ
こ
で
様
々
な
仕
事
が

市
民
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。私
も
市
役
所
の

職
員
の
よ
う
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、江
津
市
役
所

を
選
択
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
仕
事
を
し
て
み
る
と
、大
変

な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。で
す
が
少
し
ず

つ
慣
れ
て
き
て
仕
事
を
こ
な
す
度
に
や

り
が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
江
津
市
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐々木  翔大さん
（建築・電気科 建築コース卒業）

江津市役所
土木建設課 

　
こ
の
学
校
で
は
就
職
や
大
学
進
学
に

む
け
て
専
門
的
な
基
礎
知
識
を
学
ん
だ

り
様
々
な
資
格
取
得
の
た
め
の
勉
強
を

し
ま
し
た
。

　
と
く
に
資
格
取
得
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
の
学
校
に
魅
力
を
感
じ
入
り
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
取
得
し
実
際
に
建

設
業
で
働
き
だ
し
て
資
格
が
あ
る
と
い
う

強
み
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
学
校
で
は
資
格
勉

強
を
す
る
た
め
の
時
間
や
場
を
先
生
方
が

作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
授
業

と
結
び
付
け
て
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
す

ご
く
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　
江
津
工
業
高
校
の
先
生
方
は
現
場
で

働
い
た
経
験
が
あ
る
方
も
お
ら
れ
る
の
で

実
際
の
現
場
の
様
子
だ
っ
た
り
流
れ
な

ど
も
教
え
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で

工
業
高
校
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
学
校
に
入
っ
て
正
解
だ
っ
た
と
日
々
実

感
し
て
い
ま
す
。

嶋田　琳さん
（建築・電気科 建築コース卒業）

森下建設株式会社
建築事業部 

卒業生からのメッセージ 卒業生からのメッセージ
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1 day schedule
1日のスケジュール 

個人の課題やトレーニングなどを
行います
学校を綺麗にします
みんなで楽しくご飯を食べます

野球の技術や体作りを行います
19時には学校から皆んな出る
ように時間をしっかり守るよう
心がけています。

7:00

8:15
12:50
15:40
16:00
19:00

朝練（野球）

朝掃除
昼休み
終礼
部活動
下校

A
E 

３
年
生

小
川  

瑞
樹
さ
ん

（
江
津
市
立
青
陵
中
学
校 

卒
業
）

江
津
在
住

スタート
友達とお弁当を食べます

ボート部なので艇庫まで歩きます

7:00

8:40
9:00

12:00
15:40
16:00
19:00

列車に乗って
登校
学校到着
授業開始
昼休み
終礼
部活動
列車に乗って
帰る

A
E 

３
年
生

平
石  

留
唯
さ
ん

（
大
田
市
立
第
一
中
学
校 

卒
業
）

大
田
在
住

7:10
8:00
9:00

15:25
16:00
19:00
19:30
20:00

朝点呼、朝食
登校
授業開始
授業終了
部活動
帰寮
夜ご飯
お風呂

20:30
23:00

夜点呼
消灯、就寝

A
E 

３
年
生

日
熊  

思
月
さ
ん

（
津
和
野
町
立
日
原
中
学
校 

卒
業
）

寮
生

駅から少し歩きます
おにぎり必須
みんなで楽しくお弁当

一本集中

7:40

8:40
9:00

12:50
13:35
15:40
16:00
19:30

列車に乗って
登校
学校着
授業開始
昼休み
授業
終礼
部活動
列車に乗って
帰る

A
E 

３
年
生

山
本  

詩
響
さ
ん

（
浜
田
市
立
第
三
中
学
校 

卒
業
）

浜
田
在
住

寄宿舎「桑蓬寮」
そう　　　  ほう　　  りょう

　寮の周辺一面桑畑で、蓬が
その樹間を覆っており、四字
熟語にある「桑蓬之志」にち
なんで、社会に出て大いに活
躍し名を成そうという意味で
名付けられました。

よもぎ

●経費について（令和５年度）
　・入寮費7,000円（入寮時のみ）
　・舎費14,000円／月
　・食費1,000円／日×食事日数（平均して22～ 23日）

　　（食事は、各月で金額は異なります）
　・冷暖房費 2,000円／月（冷房費7月～ 9月、暖房費11月～ 3月）

●備品について
　洗濯機／エアコン（食堂・自習室・各部屋）／ファンヒーター（各部屋）
　冷蔵庫／電子レンジ／ガスコンロ／掃除機／Wi-Fi

●部屋割りについて
　1部屋を2人または 3人で使用しています。

AE 3年生
湯浅  京平さん

（川本町立川本中学校 卒業）

　学校の西、徒歩約15分のとこ
ろにある男子寮で、海や山などの
自然に囲まれた場所に位置してい
ます。8時までに寮を出て学校に
向かいます。寮に帰ってからは18
時以降に食堂で夜ご飯を食べて
23時に消灯します。
　寮生はみんな接しやすく、先輩
後輩関係なく毎日楽しい生活が
送れています。周りのみんなより
早く自立した生活を送る寮生活で
得る経験は社会に出た時も大い
に役立つでしょう。
　困ったことがあれば気軽に先
輩方に話しかけてください。
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1 day schedule
1日のスケジュール 

個人の課題やトレーニングなどを
行います
学校を綺麗にします
みんなで楽しくご飯を食べます

野球の技術や体作りを行います
19時には学校から皆んな出る
ように時間をしっかり守るよう
心がけています。

7:00

8:15
12:50
15:40
16:00
19:00

朝練（野球）

朝掃除
昼休み
終礼
部活動
下校

A
E 

３
年
生

小
川  

瑞
樹
さ
ん

（
江
津
市
立
青
陵
中
学
校 

卒
業
）

江
津
在
住

スタート
友達とお弁当を食べます

ボート部なので艇庫まで歩きます

7:00

8:40
9:00

12:00
15:40
16:00
19:00

列車に乗って
登校
学校到着
授業開始
昼休み
終礼
部活動
列車に乗って
帰る

A
E 

３
年
生

平
石  

留
唯
さ
ん

（
大
田
市
立
第
一
中
学
校 

卒
業
）

大
田
在
住

7:10
8:00
9:00

15:25
16:00
19:00
19:30
20:00

朝点呼、朝食
登校
授業開始
授業終了
部活動
帰寮
夜ご飯
お風呂

20:30
23:00

夜点呼
消灯、就寝

A
E 

３
年
生

日
熊  

思
月
さ
ん

（
津
和
野
町
立
日
原
中
学
校 

卒
業
）

寮
生

駅から少し歩きます
おにぎり必須
みんなで楽しくお弁当

一本集中

7:40

8:40
9:00

12:50
13:35
15:40
16:00
19:30

列車に乗って
登校
学校着
授業開始
昼休み
授業
終礼
部活動
列車に乗って
帰る

A
E 

３
年
生

山
本  

詩
響
さ
ん

（
浜
田
市
立
第
三
中
学
校 

卒
業
）

浜
田
在
住

寄宿舎「桑蓬寮」
そう　　　  ほう　　  りょう

　寮の周辺一面桑畑で、蓬が
その樹間を覆っており、四字
熟語にある「桑蓬之志」にち
なんで、社会に出て大いに活
躍し名を成そうという意味で
名付けられました。

よもぎ

●経費について（令和５年度）
　・入寮費7,000円（入寮時のみ）
　・舎費14,000円／月
　・食費1,000円／日×食事日数（平均して22～ 23日）

　　（食事は、各月で金額は異なります）
　・冷暖房費 2,000円／月（冷房費7月～ 9月、暖房費11月～ 3月）

●備品について
　洗濯機／エアコン（食堂・自習室・各部屋）／ファンヒーター（各部屋）
　冷蔵庫／電子レンジ／ガスコンロ／掃除機／Wi-Fi

●部屋割りについて
　1部屋を2人または 3人で使用しています。

AE 3年生
湯浅  京平さん

（川本町立川本中学校 卒業）

　学校の西、徒歩約15分のとこ
ろにある男子寮で、海や山などの
自然に囲まれた場所に位置してい
ます。8時までに寮を出て学校に
向かいます。寮に帰ってからは18
時以降に食堂で夜ご飯を食べて
23時に消灯します。
　寮生はみんな接しやすく、先輩
後輩関係なく毎日楽しい生活が
送れています。周りのみんなより
早く自立した生活を送る寮生活で
得る経験は社会に出た時も大い
に役立つでしょう。
　困ったことがあれば気軽に先
輩方に話しかけてください。
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スクールポリシー

＜ 求める生徒像：アドミッション・ポリシー ＞

次のいくつかの項目を兼ね備えた生徒
・工業に関する学びを通して叶えたい目標がある生徒
・ものづくりや資格取得などに意欲的に取り組む生徒
・人権尊重の精神に富み、部活動や奉仕活動に積極的   
  に取り組む生徒
・地域を愛し、地域に貢献したいと考えている生徒

このような「生徒」を
求めています

＜ 教育の方針：カリキュラム・ポリシー ＞

共通教科を中心とした基礎学力の定着から、工業に関す
る、機械、電気、建築に関する専門教科を座学だけでは
なく実習等の実技を通して協働的・実践的・体験的に学
び、技術・技能の習得を段階的・計画的に行うことで職
業観・勤労観を身につけながら、就職や進学に対応でき
る学力を身につけます。
課題研究など協働型・問題解決型探究型学習を通して
主体的に思考する発展的な学習を行いプレゼンテーショ
ン力、自己管理能力を育成します。技術や技能を身につ
けて、高度資格取得にも挑戦します。

このような「学び」を
行います

＜ 卒業までに身につける力：
　　　　　　グラデュエーション・ポリシー ＞

●教育目標
教育基本法に則り、平和で民主的な国家及び社会の形
成者として必要な資質を養うとともに、多様性を受け入
れ、公共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を備えた
地域産業を担うテクノロジストを育成します。

●目指す生徒像
① 自立・協働・創造の資質と人権感覚を持った工業人と
なるための実践力を身につけた人
② 5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）活動ができる人間
力を身につけた人
③ KY（危険予知）能力と技術力・判断力を身につけた人

このような「力」を
身につけます －

島根県立江津工業高等学校

グランドデザイン2023［概要版］

技能者（テクニシャン） ＋ 技術者（エンジニア）の要素を持つ ＝ テクノロジスト  （本校の使命：スクール・ミッション）
－ 地域産業を担うテクノロジストの育成 －

［ 目指す学校像 ］・地域産業を担う人材を育成するための実践的教育を行う工業高校
・規範意識と社会性を身につけ、積極的に社会に貢献する人材を育成する工業高校
・生徒自身が自らの成長を実感できる工業高校
・地域社会から必要とされ、保護者の期待に応えうる工業高校

［ 目指す生徒像 ］・自立・協働・創造の資質と人権感覚を持った実践力を身につけた人
・5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）活動ができる人間力を身につけた人
・KY（危険予知）能力と技術力・判断力を身につけた人

 小中学校での学び

魅力化事業（GO▶GOTSUコンソーシアム）

・課題研究での探究活動
・高度資格への挑戦
・ICT活用力の向上

1年生
実践力の育成、学びの深化

・職業資格取得・検定への挑戦
・コミュニケーション力の育成
・進路目標の明確化と学習目標

2年生
応用力の育成、学びの発展

・学習習慣、家庭学習の定着
・工業技術基礎での技能習得
・規律ある授業態度の育成

3年生
基礎力の定着、学びの実践

・地域課題解決型課題研究
・ものづくり研究発表会
・社会参画・地域貢献活動
・進路ガイダンス
・進路決定（就職・進学）

・資格取得
・インターンシップ
・県内外企業見学
・進路ガイダンス
・地域の人や企業と連携授業

・地域の人や企業と連携授業
・地元企業現場見学
・キャリアパスポート
・自己の将来像を描く
・NIE活動　

｢つながる｣事業

江津市ふるさと・キャリア教育
｢ものづくり｣が土台

［ 校 訓  ］　質実剛健　不撓不屈　
［ 教育目標 ］教育基本法に則り、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を養うとともに、

多様性を受け入れ、公共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を備えた有為な工業人を育成する
［ 教育方針 ］①個人の尊厳を重んじ、お互いに人格を尊重し、敬愛と協働の精神を養う

②工業の基礎的・基本的知識、技術及び技能を基に、勤労を愛する心、責任感と自負心を養う
③スポーツ・文化を愛好し、個性の伸長につとめ、自主性と自立性を養う

［ 重点目標 ］① 人権感覚の涵養　② 学習力の向上　③ 社会人基礎力の向上　④ キャリア教育の充実　
⑤ 学校の活性化

｢つたえる｣事業

ものづくり技術力・学力の向上

・職業資格取得への挑戦
・マイスター招聘による技術力
　向上プロジェクト
・各種コンテストへの積極的参加

高度技術への挑戦

｢みがく｣事業

学習指導とキャリア教育

表現力・情報発信力の向上

・プレゼンテーション力、ICT活用力の向上
・積極的な情報発信（紙媒体・Web）
・ものづくり研究発表会、課題研究発表会

｢ものづくり｣の魅力を伝える活動

人間力・社会力・協働力・
探究力の向上 

・「地域の人から学ぼう」
・企業見学
・幼小中高養との協働活動
・企業や大学等との連携

自己有用感を高める活動
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・課題研究での探究活動
・高度資格への挑戦
・ICT活用力の向上
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実践力の育成、学びの深化

・職業資格取得・検定への挑戦
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・工業技術基礎での技能習得
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多様性を受け入れ、公共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を備えた有為な工業人を育成する
［ 教育方針 ］①個人の尊厳を重んじ、お互いに人格を尊重し、敬愛と協働の精神を養う

②工業の基礎的・基本的知識、技術及び技能を基に、勤労を愛する心、責任感と自負心を養う
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・職業資格取得への挑戦
・マイスター招聘による技術力
　向上プロジェクト
・各種コンテストへの積極的参加
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● 島根職業能力開発短期
　大学校
● 京都府立京都高等技術
　専門校
● 島根県立東部高等技術校
● 島根県立西部高等技術校

● HAL大阪
● ビジョナリーアーツ専門学校
● 広島穴吹デザイン専門学校
● 広島工学院大学校
● 広島工業大学専門学校
● 広島コンピュータ専門学校
● 広島自動車大学校
● 広島情報専門学校
● 広島ﾋﾞｭｰﾃｨ ＆ーﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校
● 広島理容美容専門学校
● 福岡ビューティアート

● アミューズメントメディア総合学院
● 出雲医療看護専門学校
● 大阪デザイン&IT専門学校
● 大阪ビジネスカレッジ専門学校
● 岡山理科大学専門学校
● 京都建築大学校
● 京都伝統工芸大学校
● 神戸電子専門学校
● トヨタ神戸自動車大学校
● 日本工科大学校
● 浜田准看護学校

● 江津市役所
● 浜田市役所
● 自衛隊

380社 1168社 46.9倍
－ 県 内 － － 県 外 － － 求人倍率 －

令和 4年度求人企業数

県内企業

● イーグルハイキャスト㈱
● ㈱石原製作所
● ㈱出雲村田製作所
● ㈱伊原組
● 今井産業㈱
● イワタニ島根㈱
● (社福 )いわみ福祉会
● ㈱内村電機工務店
● ㈱大田技術コンサルタント
● 大畑建設㈱
● ㈲金田建築
● ㈱九動
● ㈱久保田鐵工所
● 広成建設㈱
● 江津土建㈱
● ㈲江津塗装
● ㈱鴻池組
● 山陰クボタ水道用材㈱
● 山陰東芝エレベータ㈱

● ㈱サンクラフト
● サンベ電気㈱
● 三和電工㈱
● ㈱ジェイ・エム・エス
● ㈱シグナル
● ㈲志田尾工務店
● ㈱シティプラスチック
● 島根県農業協同組合
● 島根電工㈱
● 島根トヨペット㈱
● 石州金城設備
● ㈱誠和商会
● ㈱ソルコム
● 第一稀元素化学工業㈱
● 大成電気水道工業㈱
● ㈱ダイハツメタル
● 太陽ケーブルテック㈱
● 大和ラヂエーター工業㈱
● (一財 )中国電気保安協会

● 中国電力㈱
● 中国電力ネットワーク㈱
● ㈱中電工
● 帝人コードレ㈱
● ㈱デルタ・シー・アンド・エス
● ㈱電力サポート中国
● ドクターリセラ㈱
● トップ金属工業㈱
● 鳥居運送㈱
● 永井建設㈱
● ㈱中島工務店
● 日本製紙㈱江津工場
● 日本光研島根㈱
● 日本郵便㈱
● ㈱ハイレックス島根
● ㈱はたの産業
● パナソニック㈱AIS社
● 浜田小野田レミコン㈱
● ㈱浜村建設

● ㈱原工務所
● ㈱原商
● ㈲ヒカリ衛環企業
● 広島アルミニウム工業㈱
● 双葉工業㈱
● BlueSkyFrontier㈱
● 北陽電気工事㈱
● ㈱丸惣
● ㈱三島工業所
● (医社 )水澄み会
● 宮田建設工業㈱
● ㈱ミュゼプラチナム
● メルコパワーデバイス㈱
● ㈱毛利組
● 森下建設㈱
● 和幸電通㈱

（順不動）

● 愛知工業大学
● 金沢工業大学
● 富山国際大学
● 西日本工業大学
● 広島工業大学

4年制大学・短期大学 専門学校 職業能力開発施設公務員

進路状況（過去5年分）

● アイリスオーヤマ㈱
● 石田エンジニアリング㈱
● 今治造船㈱
● 石見工業㈲
● ㈱エフピコ兵庫
● 岡山県貨物運送㈱
● ㈱オクタニ
● ㈱カープランニング広島
● 鹿島クレス㈱
● ㈱上組
● ㈱きんでん 
● 佐々木工業㈱
● 山九㈱
● ㈱三晃空調

● 三幸建設㈱
● ㈱サンクラフト
● ㈱サンテック
● ㈱サンデリカ
● ㈱三和ドッグ
● ＪＦＥスチール㈱
● ＪＦＥプラントエンジ㈱
● ㈱シティプラスチック 
● スターライト工業㈱
● ㈱スノッブ
● 想伸建設㈱
● 泰榮エンジニアリング㈱
● ダイハツ工業㈱
● ㈱中電工

● 中電プラント㈱
● 常石造船㈱
● ㈲徳岡工務店
● ㈱トッパンパッケージプロダクツ
● ㈱戸田組 
● トヨタ自動車㈱
● ㈱酉島製作所
● 内海造船㈱
● 永本建設㈱
● 日電工業㈱
● 日本キャタピラー合同会社
● 阪急電鉄㈱
● 肥海建設㈱
● 広島トヨタ自動車㈱

● 広島日産自動車㈱
● 福山スチールセンター㈱ 
● ㈱牧野フライス製作所
● ㈱マルカ木工
● ㈱マルニ木工
● 水谷建設㈱
● ㈱水上温泉
● 向島ドック㈱
● 山崎製パン㈱
● ㈲ユウジ美容室
● 横浜冷凍㈱
● LETTERS

県外企業 （順不動）

島根県立江津工業高等学校
〒695-0011 島根県江津市江津町1477番地
TEL.0855-52-2120（代）  FAX.0855-52-2264
https://www.gotsu-th.ed.jp/

ホームページ▶ Instagram▶ Facebook▶

編集後記

　先輩後輩関係なく仲が良いです。他の学校にはないレガッ
タ大会など楽しいイベントがあります。就職率は100%であ
り、幅広い就職先があります。

鞍田　陸
 

　就職率が高くて、みんな明るくて元気があります。学校行
事は楽しくて毎回盛り上がります。色々なことを学ぶことが
できます。

田村　玲於

　元気な挨拶ができる人が多く、毎日朝から気持ちが良い
です。資格など様 こ々とに多くの人が挑戦していて、チャレン
ジ精神があり良い雰囲気だと思います。

山本　詩響 

　今回の学校案内は「日常」と「雑誌風」を意識して生徒会
が中心となって作成しました。
　江津工業高校の日常を雑誌風にイメージしたとき、
「Tech-Tech」という言葉が思い浮かびました。Techは
technologyからとっています。本校のグランドデザインに
も「地域産業を担うテクノロジストの育成」を掲げており、
日頃から地域産業を担う工業人として学んでいる事から
この言葉を選びました。
　また、Tech-Techと重ねている意味は、「てくてく歩いて
いく」にも掛けており、一歩ずつ前に進めば必ず、なりたい
自分になることができる。それは、生徒一人ひとり、江津工
業での学びや経験を一歩ずつ成長につなげて欲しいとい
う想いを込めています。
　デザインや文章、写真について、できる限りを私たちが
中心となって作成しました。この経験は私たちにとって、ま
た一歩成長することができました。

詳しくはホームページを
チェック！ Instagram、Facebook もやってます！
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● 島根職業能力開発短期
　大学校
● 京都府立京都高等技術
　専門校
● 島根県立東部高等技術校
● 島根県立西部高等技術校

● HAL大阪
● ビジョナリーアーツ専門学校
● 広島穴吹デザイン専門学校
● 広島工学院大学校
● 広島工業大学専門学校
● 広島コンピュータ専門学校
● 広島自動車大学校
● 広島情報専門学校
● 広島ﾋﾞｭｰﾃｨ ＆ーﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校
● 広島理容美容専門学校
● 福岡ビューティアート

● アミューズメントメディア総合学院
● 出雲医療看護専門学校
● 大阪デザイン&IT専門学校
● 大阪ビジネスカレッジ専門学校
● 岡山理科大学専門学校
● 京都建築大学校
● 京都伝統工芸大学校
● 神戸電子専門学校
● トヨタ神戸自動車大学校
● 日本工科大学校
● 浜田准看護学校

● 江津市役所
● 浜田市役所
● 自衛隊

380社 1168社 46.9倍
－ 県 内 － － 県 外 － － 求人倍率 －

令和 4年度求人企業数

県内企業

● イーグルハイキャスト㈱
● ㈱石原製作所
● ㈱出雲村田製作所
● ㈱伊原組
● 今井産業㈱
● イワタニ島根㈱
● (社福 )いわみ福祉会
● ㈱内村電機工務店
● ㈱大田技術コンサルタント
● 大畑建設㈱
● ㈲金田建築
● ㈱九動
● ㈱久保田鐵工所
● 広成建設㈱
● 江津土建㈱
● ㈲江津塗装
● ㈱鴻池組
● 山陰クボタ水道用材㈱
● 山陰東芝エレベータ㈱

● ㈱サンクラフト
● サンベ電気㈱
● 三和電工㈱
● ㈱ジェイ・エム・エス
● ㈱シグナル
● ㈲志田尾工務店
● ㈱シティプラスチック
● 島根県農業協同組合
● 島根電工㈱
● 島根トヨペット㈱
● 石州金城設備
● ㈱誠和商会
● ㈱ソルコム
● 第一稀元素化学工業㈱
● 大成電気水道工業㈱
● ㈱ダイハツメタル
● 太陽ケーブルテック㈱
● 大和ラヂエーター工業㈱
● (一財 )中国電気保安協会

● 中国電力㈱
● 中国電力ネットワーク㈱
● ㈱中電工
● 帝人コードレ㈱
● ㈱デルタ・シー・アンド・エス
● ㈱電力サポート中国
● ドクターリセラ㈱
● トップ金属工業㈱
● 鳥居運送㈱
● 永井建設㈱
● ㈱中島工務店
● 日本製紙㈱江津工場
● 日本光研島根㈱
● 日本郵便㈱
● ㈱ハイレックス島根
● ㈱はたの産業
● パナソニック㈱AIS社
● 浜田小野田レミコン㈱
● ㈱浜村建設

● ㈱原工務所
● ㈱原商
● ㈲ヒカリ衛環企業
● 広島アルミニウム工業㈱
● 双葉工業㈱
● BlueSkyFrontier㈱
● 北陽電気工事㈱
● ㈱丸惣
● ㈱三島工業所
● (医社 )水澄み会
● 宮田建設工業㈱
● ㈱ミュゼプラチナム
● メルコパワーデバイス㈱
● ㈱毛利組
● 森下建設㈱
● 和幸電通㈱

（順不動）

● 愛知工業大学
● 金沢工業大学
● 富山国際大学
● 西日本工業大学
● 広島工業大学

4年制大学・短期大学 専門学校 職業能力開発施設公務員

進路状況（過去5年分）

● アイリスオーヤマ㈱
● 石田エンジニアリング㈱
● 今治造船㈱
● 石見工業㈲
● ㈱エフピコ兵庫
● 岡山県貨物運送㈱
● ㈱オクタニ
● ㈱カープランニング広島
● 鹿島クレス㈱
● ㈱上組
● ㈱きんでん 
● 佐々木工業㈱
● 山九㈱
● ㈱三晃空調

● 三幸建設㈱
● ㈱サンクラフト
● ㈱サンテック
● ㈱サンデリカ
● ㈱三和ドッグ
● ＪＦＥスチール㈱
● ＪＦＥプラントエンジ㈱
● ㈱シティプラスチック 
● スターライト工業㈱
● ㈱スノッブ
● 想伸建設㈱
● 泰榮エンジニアリング㈱
● ダイハツ工業㈱
● ㈱中電工

● 中電プラント㈱
● 常石造船㈱
● ㈲徳岡工務店
● ㈱トッパンパッケージプロダクツ
● ㈱戸田組 
● トヨタ自動車㈱
● ㈱酉島製作所
● 内海造船㈱
● 永本建設㈱
● 日電工業㈱
● 日本キャタピラー合同会社
● 阪急電鉄㈱
● 肥海建設㈱
● 広島トヨタ自動車㈱

● 広島日産自動車㈱
● 福山スチールセンター㈱ 
● ㈱牧野フライス製作所
● ㈱マルカ木工
● ㈱マルニ木工
● 水谷建設㈱
● ㈱水上温泉
● 向島ドック㈱
● 山崎製パン㈱
● ㈲ユウジ美容室
● 横浜冷凍㈱
● LETTERS

県外企業 （順不動）

島根県立江津工業高等学校
〒695-0011 島根県江津市江津町1477番地
TEL.0855-52-2120（代）  FAX.0855-52-2264
https://www.gotsu-th.ed.jp/

ホームページ▶ Instagram▶ Facebook▶

編集後記

　先輩後輩関係なく仲が良いです。他の学校にはないレガッ
タ大会など楽しいイベントがあります。就職率は100%であ
り、幅広い就職先があります。

鞍田　陸
 

　就職率が高くて、みんな明るくて元気があります。学校行
事は楽しくて毎回盛り上がります。色々なことを学ぶことが
できます。

田村　玲於

　元気な挨拶ができる人が多く、毎日朝から気持ちが良い
です。資格など様 こ々とに多くの人が挑戦していて、チャレン
ジ精神があり良い雰囲気だと思います。

山本　詩響 

　今回の学校案内は「日常」と「雑誌風」を意識して生徒会
が中心となって作成しました。
　江津工業高校の日常を雑誌風にイメージしたとき、
「Tech-Tech」という言葉が思い浮かびました。Techは
technologyからとっています。本校のグランドデザインに
も「地域産業を担うテクノロジストの育成」を掲げており、
日頃から地域産業を担う工業人として学んでいる事から
この言葉を選びました。
　また、Tech-Techと重ねている意味は、「てくてく歩いて
いく」にも掛けており、一歩ずつ前に進めば必ず、なりたい
自分になることができる。それは、生徒一人ひとり、江津工
業での学びや経験を一歩ずつ成長につなげて欲しいとい
う想いを込めています。
　デザインや文章、写真について、できる限りを私たちが
中心となって作成しました。この経験は私たちにとって、ま
た一歩成長することができました。

詳しくはホームページを
チェック！ Instagram、Facebook もやってます！
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It’s your turn next.
次は君たちの番だ

Become an Engineer.
技術者になれ
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